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我が国の一流の文化芸術団体が、小学校・中学校等において公演し、子供たちが優れた舞台

芸術を鑑賞する機会を得ることにより、子供たちの発想力やコミュニケーション能力の育成、

将来の芸術家の育成や国民の芸術鑑賞能力の向上につなげることを目的としています。

事前のワークショップでは、子供たちに実演指導又は鑑賞指導を行います。また、実演では、

できるだけ子供たちにも参加してもらいます。

「文化芸術による子供育成総合事業 -巡回公演事業 -」

令和 3年度
文化芸術による子供育成総合事業

- 巡回公演事業 -

堺シティオペラ
ルサルカ

人魚姫の物語

「 堺シティオペラ 一般社団法人」は、大阪の堺市で「市民オペラ」として誕生し、

今年で43年を迎えました。　オペラの公演を始めた頃から海外の歌劇場や

オペラ団体と一緒にオペラを作り、2006年には、日本のオペラ団体で初め

てイタリアのプッチーニフェスティバルで、「蝶々夫人」を現地の歌手やオー

ケストラと一緒に公演しました。そして、その作品のすばらしさは『真実の

日本の美しさ』として新聞やテレビでも大きく取り上げられ、とても喜ばれ

ました。2019年には日本とオーストリアの国交150年を祝って、ウィー

ンで堺シティオペラオリジナルの「ヘンゼルとグレーテル」を行い、現地の

皆さんに喜ばれました。同じ年、堺市に新しいホール　フェニーチェ堺が完

成し、出演者・スタッフ合わせて 350人以上でオペラ「アイーダ」を公演し、

その大スペクタクルオペラは、日本全国から注目され、この年の大阪文化祭

の最高の賞に輝きました。
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知ってますか？～10月 1日は「国際音楽の日です」～
1977年にユネスコの要請で設立された国際音楽評議会という会議で、翌年の 1978年

から毎年 10月 1日を世界の人々が音楽を通じてお互いに仲良くなり交流を深めていく

ために「国際音楽の日」とすることにしました。

日本では、1994年から毎年 10月 1日を「国際音楽の日」と定めています。
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第 34回定期公演『アイーダ』より
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どんなお話？ 出演者

オペラって？
日本語にすると「歌劇」
1600年ごろイタリアで生まれました。
「物語を音楽で進め
喜びも悲しみも怒りも楽しさも
歌声と台詞で表現します」

堺シティオペラ

ルサルカ

人魚姫の物語

作品紹介
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指揮・ヴァイオリン

演出・構成

ピアノ

ルサルカ

王子

水界の王

イェジババ

外国の王女

木の精Ⅰ

木の精Ⅱ

木の精Ⅲ

舞台監督

このオペラは、ヨーロッパに伝わる古いお話を

基に作られた人魚姫のお話です。

森の中の湖に住む水の妖精ルサルカは、ある日 湖を

訪れた王子様と出会い、一目で恋に落ちました。

王子様を愛するルサルカは『人間になりたい！』と

願い、森の魔女の力で自分の声と引き換えに人間の

姿を得ることがかないました。

しかし、声を失ったルサルカは自分の気持ちを

言葉で伝えられず、ルサルカの愛を感じられない

王子は結婚の祝宴に招いた外国の王女に恋をして

しまいます。魔法の力は偽りの愛の前では呪いと

なってルサルカと王子を苦しめます。

二人はどんな方法で呪いをとくのでしょうか？
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チェコのドヴォルザークが作曲したオペラ

本来のオペラの歌詞はチェコ語で

書かれていますが、本日は 堺シティオペラ

オリジナルの日本語で歌います。
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1978年 市民オペラとして産声をあげ、2010年より 堺シティオペラ 一般
社団法人として毎年オペラ定期公演を開催しています。創設当時から海外の
歌劇場やオペラ団体との交流を盛んに行い、2006年にはイタリアのプッチー
ニフェスティバルで、日本の団体として初めて現地との共同制作による「蝶々
夫人」を上演、真の日本の様式美の見事さなどが絶賛され、現地のメディア
に大きく取り上げられました。2019年には、2013年の公演から６年後、
現地大使館の後援を得て、数日に渡って2度目のウィーン公演 (1. おこんじょ
うるり、2. ヘンゼルとグレーテル）を実現し、日本とオーストリア国交150
年の友好を結ぶ公演を全うし、メディアからも高い評価を得ました。国内では、
同年 堺市新設のフェニーチェ堺に於いて出演者・スタッフ総勢 350人以上
でオペラ「アイーダ」を公演し、日本全国から注目を集め、その公演の成果
として関西・大阪21世紀協会より大阪文化祭賞を受賞しました。
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喜怒哀楽も
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このオペラは、ヨーロッパに伝わる古いお話を

基に作られた人魚姫のお話です。

森の中の湖に住む水の妖精ルサルカは、ある日 湖を

訪れた王子様と出会い、一目で恋に落ちました。

王子様を愛するルサルカは『人間になりたい！』と

願い、森の魔女の力で自分の声と引き換えに人間の

姿を得ることがかないました。

しかし、声を失ったルサルカは自分の気持ちを

言葉で伝えられず、ルサルカの愛を感じられない

王子は結婚の祝宴に招いた外国の王女に恋をして

しまいます。魔法の力は偽りの愛の前では呪いと

なってルサルカと王子を苦しめます。

二人はどんな方法で呪いをとくのでしょうか？ 作曲者ドヴォルザークはチェコを代表する作曲者

オリジナルはチェコ語で書かれていますが、

本日は堺シティオペラオリジナルの日本語で歌います。
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